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内容 本報告書は、「平成 18 年豪雪」の高齢者の人的被害が大きかったことを

踏まえ、福井県の冬期間の高齢者の実態について調査することにより、豪

雪地域の冬が高齢者の生活にどのように影響を及ぼすのかについて探るこ

とで、冬期間の高齢者の支援を考えることを目的として平成 18～19 年まで

に行った研究と、その結果を踏まえて行った研修会等をまとめたものであ

る。 

奥越地域と若狭地域で調査を実施した結果、積雪量が例年と変わらない

冬であっても、高齢者の心身への何らかのダメージがあることが示唆され

た。それは県内の積雪量の多い地域だけの問題ではないと思われた。冬期

の高齢者支援は、経験則だけで判断せず、高齢者を取り巻く社会の変化を

考慮しつつ、客観的な情報をもとに判断することが重要であると思われた。

 
 


